
⑤
 

子） ま
た
、
同
誌
「
我
友
の
声
」
の
欄
に
次
の
よ
う
な
惑
想
文
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
意
義
深
い
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

△
本
校
の
會
議
室
で
開
か
れ
た
故
狩
野
芳
崖
翁
の
展
覧
會
は
、
翁
の
一
生
の

面
目
を
知
る
こ
と
を
得
る
と
同
時
に
、
故
翁
が
如
何
に
そ
の
藝
術
の
た
め
に

苦
心
惨
愧
せ
ら
れ
た
る
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
、
彼
の
學
校
所
蔵
の
悲
母

観
音
の
一
幅
を
見
て
、
其
技
術
と
苦
心
と
に
驚
く
よ
り
も
、
翁
の
一
生
の
苦

心
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
、
翁
は
純
狩
野
の
人
で
あ
っ
た
の

は
今
更
ら
い
ふ
迄
も
な
く
、
牡
年
の
作
は
此
間
の
慎
相
を
偲
へ
て
居
る
が
、

晩
年
に
至
り
て
は
一
轄
化
を
し
て
、
作
風
の
嬰
化
と
共
に
、
思
想
の
渾
成
融

合
の
跡
は
、
歴
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
藝
術
に
遊
ぶ
も
の
は
、
か
く
の
如
き

勉
動
と
苦
心
と
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
故
歳
が

生
き
た
数
訓
を
後
生
に
逍
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
感
じ
た
（
惑
激

な
お
、
二
十
三
回
忌
を
紀
念
し
て
翌
四
十
四
年
二
月
、
岡
倉
秋
水
、
本
多
天

城
編
『
狩
野
芳
崖
遺
墨
帖
』
が
西
東
書
房
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

加
納
夏
雄
銅
像
除
幕
式

明
治
四
十
三
年
十
二
月
四
日
、
本
校
彫
金
科
の
最
初
の
教
授
で
あ
っ
た
故
加

納
夏
雄
の
銅
像
（
原
型
米
原
雲
海
）
が
構
内
に
建
設
さ
れ
た
。
構
内
銅
像
の
さ
き

が
け
で
あ
っ
た
。
除
幕
式
の
模
様
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
九
巻

第
三
号
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

米
、
岩
村
、
菅
野
、
関
ら
が
渡
英
し
た
。

日
英
博
覧
会

明
治
四
十
三
年
五
月
一
日
よ
り
同
年
十
月
末
日
ま
で
、

ロ
ン
ド
ン
で
日
英
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
品
に
関
し
て
は
両
国
の
通
商
関
係
を
主
と
し
、
文
教

の
沿
革
、
美
術
、
諸
制
度
に
も
及
ぶ
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
、
我
が
国
か
ら
多

数
の
古
美
術
品
や
新
作
品
（
第

一
回
1
第
三
回
文
展
買
上
品
等
）
が
出
品
さ
れ
た
。

本
校
で
は
正
木
直
彦
校
長
が
同
博
覧
会
評
議
員
、
美
術
及
び
歴
史
に
関
す
る
出

品
計
画
委
員
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
大
村
西
崖
、
岡
田
信

一
郎
、
久
米
桂
一

郎
、
岩
村
透
、
菅
野
真
、
関
保
之
助
ら
が
出
品
準
備
に
参
画
し
、
正
木
、
久

⑥
 

〇
故
加
納
翁
銅
像
除
幕
式
東
京
美
術
學
校
中
庭
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
帝
室

技
藝
員
彫
金
家
故
加
納
夏
雄
翁
の
銅
像
除
幕
式
は
、
豫
定
の
如
く
十
二
月
四

日
午
前
十
一
時
よ
り
拳
行
せ
ら
れ
、
束
會
者
は
美
術
家
知
己
其
他
二
百
餘
名

に
し
て
建
設
委
員
穂
代
海
野
勝
眠
氏
の
報
告
に
次
で
、
正
木

〔直
彦
]
美
術

學
校
長
は
翁
の
期
界
に
到
す
る
功
績
及
び
嘗
局
を
代
表
し
て
銅
像
を
受
領
す

る
旨
を
述
べ
た
る
後
、
翁
の
令
孫
幸
雄
氏
除
幕
を
行
へ
ば
、
東
京
美
術
學
校

の
奮
時
の
制
服
正
帽
を
着
け
た
る
翁
の
半
身
像
は
、
宛
然
生
け
る
が
如
く
、

一
同
拍
手
の
裡
に
芽
出
度
幕
を
除
ぎ
、
次
で
濱
尾

〔新
〕＿
帝
大
穂
長
、
柴
田

幸
三
郎
、
盤
田
慎
、
美
術
學
校
生
徒
、
故
翁
の
最
佑
門
下
生
な
る
盆
田
友
男

諸
氏
の
祝
僻
等
あ
り
て
、
午
後
一
時
式
を
終
り
、
夫
れ
よ
り
園
遊
會
に
移

り
、
各
種
摸
擬
店
を
開
き
、
手
品
大
神
楽
の
餘
輿
あ
り
し
が
、
中
に
も
柴
田

氏
は
故
翁
が
公
刀
の
跡
を
留
め
た
る
、
同
氏
所
有
の
金
釜
に
自
家
醜
造
の
銘

酒
を
沸
か
し
て
束
賓
に
振
舞
ひ
、
尚
校
内
の
一
室
に
は
同
校
所
蔵
及
び
都
下

所
在
の
同
翁
作
品
敷
百
黙
を
陳
列
し
て
観
賞
に
供
し
た
り
。

第 2幸 制度改革期 472 



同
生
徒
作
品
集

日
本
画
科
額
面
（
惰
祖
輝
翌
可
）

日
本
画
画
帖

木
彫
白
拍
子

木
彫
天
平
美
人

註
琵
琶
ヲ
弾
ス
ル
人
物

木
彫
観
音
坐
像

堆
朱
雁
来
紅
二
曲
屏
風

牙
彫
鳩
置
物

標
本
芝
山
象
嵌
群
蝶
模
様
手
筈

貝
甲
標
本
鱈
翡
に
個
（稲図
、蛍
図）

図
案
額
面

銅
製
切
嵌
模
様
硯
屏

四
分
一
製
鯉
図
香
炉

銅
製
柿
実
香
合

銅
製
切
嵌
杉
図
香
合

銅
製
瓢
水
滴

同 同 同 同 図
案
科

金
工
科

同 本
校
各
教
室
写
真
貼
込
額

同
敷
地
建
物
図
貼
込
額

同
一
覧
冊
子

六
種

携
わ
り
、
翌
四
十
四
年
一
月
二
十
一
日
に
は
プ
ダ
ペ
ス
ト
を
発
っ
て
、

同 同 同

半
双

同 同 同

六
二
冊

―
二

0
0

「
希
朧

り
で
あ
る
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第
六
号
所
載
「
文
庫
彙

報
」
に
よ
る
と
、
こ
の
ほ
か
に
文
庫
収
蔵
品
の
中
か
ら
雪
村
筆
「
柳
鷺
図
屏

風
」
を
は
じ
め
と
す
る
古
美
術
品
二
十
六
件
、
狩
野
芳
崖
筆
「
大
鷲
図
」
「
牧

童
図
」
「
不
動
図
」
、
山
脇
信
徳
卒
業
制
作
「
停
車
場
の
朝
」
、
法
隆
寺
中
門
模

型
、
薬
師
寺
東
塔
模
型
が
出
品
さ
れ
た
。
さ
ら
に
本
校
依
嘱
製
作
品
の
博
覧
会

売
店
入
口
装
飾
用
造
花
お
よ
び
仁
王
立
像
二
体
（
日
英
博
覧
会
事
務
局
依
嘱
）
、
芝

霊
屋
台
徳
院
模
型
（
高
村
光
雲

・
古
宇
田
実
監
督
、
山
本
瑞
雲
製
作
主
任
。
東
京
市
依

祇）
、
東
京
市
模
型
（
同
上
監
督
。
同
上
依
嘱
）
等
の
出
品
も
あ
っ
た
。

な
お
、
久
米
桂
一
郎
は
日
英
博
覧
会
出
品
協
会
理
事
に
就
任
し
た
の
で
本
校

を
一
年
余
り
休
職
し
、
明
治
四
十
三
年
三
月
二
十
一
日
に
出
発
し
て
十
二
月
ま

で
ロ
ン
ド
ソ
に
滞
在
し
た
。
次
い
で
十
二
月
三
日
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
ダ
ペ

ス
ト
に
赴
き
、
国
立
美
術
博
物
館
に
於
け
る
日
本
美
術
展
覧
会
の
事
務
処
理
に

ま
た
、

彫
刻
科

同

飾
棚

同 同 同 同 同 漆
工
科

鋳
金
細
口
花
瓶

鋳
金
横
広
花
瓶

鋳
金
蛇
籠
文
鎮

二
枚
折
合
作
蒔
絵
屏
風

紫
陽
花
図
蒔
絵
硯
箱

瀑
布
図
蒔
絵
短
冊
箱

擬
宝
珠
図
蒔
絵
手
箱

扇
面
散
シ
図
蒔
絵
香
盆

鯉
図
蒔
絵
硯
箱

半
双

本
校
は
こ
の
博
覧
会
に
積
極
的
に
出
品
し
て
い
る
。
本
校
の
出
品
物
の
う
ち

文
部
省
管
轄
の
も
の
は
「
自
明
治
四
十
四
年
雌
他
覧
諸
鱈
出
品
書
類
庶
務
掛
」
（
明
治
四
十
四
年

以
前
に
つ
い
て
は
書
類
が
焼
失
し
た
の
で
正
式
記
録
が
無
い
。
）
に
よ

る
と
次
の
と
お

同 同 鋳
造
科
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校
旧
職
員
履
歴
書
」
）

国
。
ハ
ト
ラ
ス
、
オ
リ
ム

。ヒ
ア
、

キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
ニ
渡
リ
カ
イ
ロ

、

ィ
ン
等
ノ
諸
地
ヲ
回
歴

レ
フ
シ
ス
、
ア
テ
ソ
ス
等
ヲ
経
テ
埃
及
国
ア
レ

サ
ッ
カ
ラ
、
ル
ク
ソ
ー
ル
、
ア
ス
ワ
ン
、

各
地

二
於
ケ
ル
古
代
遺
跡
ヲ
研
究
」

し
て
三
月
二
十
三
日
に
帰
国
し
た
。

（
「
東
京
美
術
学

⑦

コ
ス
モ
ス
会
展
覧
会
、
藤
田
嗣
治

明
治
四
十
三
年
四
月
三
日
か
ら
一
週
間
、
赤
坂
溜
池
三
会
堂
で
コ
ス
モ
ス
会

が
第
二
回
展
を
開
き
、
卒
業
制
作
と
在
学
五
年
間
の
作
品
を
展
示
し
た
。
コ
ス

モ
ス
会
は
小
絲
源
太
郎
の
回
想
記
(403
頁
）
に
も
登
場
し
た
が、

こ
れ
は
明
治
四

+
―
―
―
年
西
洋
画
科
卒
業
の
田
中
良
、
田
辺
至
、
長
谷
川
昇
、
岡
本
一
平
、
近
藤

浩

一
路
、

藤
田
嗣
治
そ
の
他
が
作
っ
た
会
で
、
何
か
と
目
立
つ
行
動
を
す
る
こ

と
で
校
内
で
は
有
名
だ
っ
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
俊
オ
が
多
く
、
そ
の
卒
業
制
作

は

「
近
年
比
類
な
き
好
成
績
」
（
『
美
術
新
報
』
第
九
巻
第
四
号
。
明
治
四
十
三
年
ニ

月
一
日
）
と
評
さ
れ
た
。
山
脇
信
徳
、
池
部
鉤
、
大
谷
浩
、
九
里
四
郎
ら
も
同

じ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

こ
の
コ
ス
モ
ス
会
に
因
ん
で
藤
田
嗣
治
自
ら
語
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
学

生
時
代
を
垣
間
見
て
み
よ
う
。

〔
フ
ラ
ソ
ス
留
学
を
夢
見
て
暁
星
の
夜
学
で
フ
ラ
ソ
ス
語
を
習
っ
て
い
た
藤

田
に
対
し
て
森
鵡
外
は
助
言
し
て
〕
さ
う
し
て
森
先
生
の
説
で
は
、
そ
れ
は

佛
蘭
西
に
行
く
の
も
宜
い
が
何
し
ろ
日
本
の
聾
界
と
云
ふ
も
の
は
非
常
に
ご

た
／
＼
＇が
多
い
か
ら
、
矢
張
り
美
術
學
校
に
入
っ
て
先
生
方
と
近
附
き
に
な

っ
た
り
、
色
々
の
箱
描
の
人
と
知
合
ひ
に
な
っ
た
方
が
宜
い
、
今
後
日
本
に

五
年
も
居
る
の
は
惜
し
い
が
、
五
年
間
は
學
校
に
入
っ
て
居
れ
、
何
に
も
宜

い
成
績
を
得
な
く
と
も
宜
い
、
遊
ん
で
居
つ
て
も
構
は
な
い
か
ら
學
校
に
入 フ

ン
と
云
ふ
や
う
な
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
居
り
ま
し
た
。

れ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
美
術
學
校
に
入
り
ま
し
た
が
、
森
先

生
の
お
許
し
が
あ
っ
た
の
を
幸
に
學
校
で
は
非
常
に
怠
け
ま
し
た
。
其
時
分

丁
度
同
級
に
は
岡
本
一
平
君
、
近
藤
浩
一
路
君
と
色
々
英
雄
が
居
り
ま
し

て
、
岡
本
君
な
ん
か
は
聾
飯
に
お
は
ち
を
下
げ
て
参
っ
た
り
な
ん
か
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
長
谷
川

〔
昇
〕
君
や
何
か
と
始
終
遊
び
廻
つ
て
中
々
學
校
の

方
は
や
り
ま
せ
ぬ
で
、
ど
う
も
先
生
に
は
始
終
叱
ら
れ
た
り
し
て
成
績
が
非

常
に
悪
か
っ
た
、
三
十
人
位
居
り
ま
し
た
が
卒
業
の
時
は
丁
度
十
六
番
目
位

で
卒
業
し
た
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
卒
業
の
間
際
に
黒
田

〔
清
輝
〕
さ
ん
が

私
の
卒
業
製
作
の
縮
を
皆
の
前
に
出
し
て
悪
い
例
と
し
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
私
は
ど
う
も
色
々
自
分
が
や
っ
て
見
た
い
こ
と
も
先
生
の
通
り

に
従
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
中
々
苦
し
く
て
、

一
日
も
早
く
佛
閲
西
へ
行

き
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
何
分
學
校
を
出
て
か
ら
直
ぐ
と
云
ふ
繹
に
も
行

き
ま
せ
ぬ
の
で
、
三
年
ば
か
り
ぶ
ら
／
＼
し
て
居
り
ま
し
て
、
其
間
三
年
績

い
て
其
時
分
の
文
展
に
…
…
今
の
帝
展
に
出
し
ま
し
た
が
、
三
度
と
も
見
事

に
落
選
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
は
平
氣
で
し
た
が
、
私
の
家
の
奴
が
心
配

し
て
是
で
は
見
込
が
な
い
か
ら
、
ま
あ
佛
蘭
西
へ
行
っ
て
来
い
、
さ
う
し
た

ら
ど
う
に
か
な
る
だ
ら
う
か
ら
行
っ
た
ら
宜
い
だ
ら
う
と
云
ふ
の
で
行
き
ま

し
た
が
、
丁
度
佛
蘭
西
へ
行
き
ま
す
と
和
田
三
造
君
が
居
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
梅
原
〔
龍
三
郎
〕
君
、
長
谷
川
昇
君
な
ど
が
皆
居
り
ま
し
て
、
あ
ち
ら

‘
で
は
其
時
分
セ
ザ
ン
ヌ
と
か
ル
ノ
ア
ー
ル
と
か
、
長
谷
川
君
は
バ
ン
ド
ン
ゲ

（
「
巴
里
に
於
け
る
画
家
の
生
活
」
藤
田
嗣
治
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第

二
十
八
巻
第
五
号
。
昭
和
四
年
十

一
月
。
校
友
会
文
芸
部
主
催
講
演
会
講
演
録
）
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